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令和３年５月策定
令和５年５月一部改訂

学校番号２

秋田県立十和田高等学校 中期ビジョン（５か年計画）

Ⅰ 本校が目指す姿

【１】 学校の現状や課題
・ 地元出身生徒が多数を占めるため生徒の団結力は強いものの、人間関係が固定
化しやすく、視野を拡大する必要がある。
・ ふるさと学習の充実や地域の行事への積極参加を通じて、地域の伝統文化の継
承と将来の地域を担うリーダーの育成が求められている。
・ 大学進学希望者の減少と高い地元就職率から、地域に根ざした人材の輩出と社
会人として身に付けるべき基礎学力の定着が求められている。
・ 課外活動（部活動）を特色あるものとするために、生徒数減少に伴う部活動の
在り方を見直す必要がある。

【２】 学校を取り巻く将来の状況の予測
・ 地域人口の一層の減少が見込まれ、入学者のさらなる減少が予測される。
・ 地元志向の強さは維持されるものの、一方で進む情報量の増加や職務形態の柔
軟化により、進路希望が多様化する可能性がある。
・ 令和６年度は鹿角小坂地区統合校として生まれ変わるが、地域の伝統文化継承
の役割やふるさと教育「かづの学」の学びの要素は維持しなければならない。

【３】 スクール・ポリシー
１ グラデュエーション・ポリシ－（目指す生徒像）
① 校訓「純・剛・忍」の精神のもと、地域を学び、地域を愛し、地域に貢献す
る人間
「純」― 純粋謙虚な気持ちで人に接し、青年としてまた生徒としてふさわ

しい気品のある態度で行動する。
「剛」― 正しいことである限り、敢然勇気を以て当たり、何事に対しても

不撓不屈の精神を以て努力する。
「忍」― 何事にも辛抱強く、人に接するに仁を以てし、寛容の心を以て物

事を処理する。
② 規律を重んじ、よく考え、自ら積極的に表現する人間

２ カリキュラム・ポリシー（本校の学び）
① さわやかな言動、服装、マナーを心掛け、基本的生活習慣の定着を図り、規
範意識や社会の一員としての自覚を高める。
② 主体的・対話的で深い学びを実現し、各種検定受検による資格取得にも意欲
的に取り組み、基礎学力の定着と向上を図る。
③ ふるさと教育「かづの学」を推進し、地域と連携して伝統文化の継承に寄与
するとともに、課題設定能力や探究力、表現力等を育成する。
④ 学校や地域の活性化を目指して、生徒会活動やボランティア活動に意欲的に
取り組み、社会貢献意識や実践的な行動力を身に付ける。
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⑤ 生徒全員の進路目標の達成を目指し、教育活動全体でキャリア教育の充実を
図る。
⑥ 特色ある課外活動や部活動を展開し、健全な心身と豊かでたくましい人格の
形成を図る。
⑦ 地域やＰＴＡ等の支援組織、外部人材と連携し、多彩でより効果的な教育活
動を展開する。

３ アドミッション・ポリシー（求める生徒像）
① 自ら積極的に学びに向かい、身に付けた力を活用して社会に貢献しようとす
る生徒。
② 郷土愛を持ってふるさとの伝統や文化の理解に努め、地域の課題発見と解決
に主体的に取り組もうとする生徒。

Ⅱ ５年間を通しての具体的な目標と取組

【１】 ５年間を通しての具体的目標
１ 教育活動の充実
・ 「授業」「生徒指導」「学校行事」「かづの学」の学校評価の数値３．５以上

２ 部活動等の充実
・ 運動部は全県大会ベスト８以上、文化部は全県大会入賞以上
・ ３年間で３回以上のボランティア活動に参加
３ 進路指導の充実
・ 進路志望達成率１００％
・ 国公立大学合格者の輩出
・ 英検、漢検等３級以上合格率８０％以上

【２】 目標を達成するための具体的な方法、取組
「学習活動として充実させること」、「特別活動として取り組むこと」、「キャリア
教育として実践すること」、「地域との連携において実施すること」の４つの視点で、
次のことに取り組む。
① 学力検査や学力・学習状況調査の結果を分析し、学び直しに積極的に取り組
み、基礎学力の定着に努める。
② 授業アンケートや校内研修を実施し、「分かりやすく達成感のある授業」を
目指し、組織的な授業改善を進める。
③ 学校行事を生徒主体で行うなど、活発な生徒会活動を実践する。
④ 中学校や地域の諸団体と連携して部活動を活性化し、各種大会等での入賞を
目指す。
⑤ 毛馬内盆踊り等の伝統行事や地域のボランティア活動等に積極的に参加し、
社会参画意識を育む。
⑥ ふるさと教育「かづの学」を実施し、鹿角の文化や産業をテーマにした探究
活動に取り組む。
⑦ 進路目標の実現のため、各種検定の受検奨励や課外授業の充実により、入試
等に対応できる学力を育成する。
⑧ ２年生全員が地元事業所等でのインターンシップを行い、働く意義を実感し
職業理解を深める。
⑨ キャリアカウンセリングを実施し、各自が作成したキャリアプランについて
相談しながら、よりよい生き方を模索する。
⑩ 「十高だより」等の各種通信類や本校ホームページを充実させ、本校の教育
活動についての情報発信に努める。


